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吹く風、水の輝きー・・・・等々、見るものすべてが美くしく映る今日この頃。いよいよ春本番の
到来てある。猿沢池の水もぬるみ、住人の亀も久し振りの甲羅干し。
長かった冬に終わりを告げ奈良はこれから本格的な観光シーズンに入る。
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年令

10

12
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ぐ

4

ミ稗

土木技術者

経

奈良会議所ニュース

40

5

18億5,500万円

経理事務経験
20年

^

屋内軽作業

42

女

6

".ι

資材係
工程管理

31

-19.0

験

7

般事務

^

電気営業
一般事務

60

経理事務
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子

"

索道設計積算
25年

人数

61

10年
6年

販

9

200,000円

配管工

プラスチツク
成型工

24

職業紹介状況(2月)学卒・パートを除く(奈良公共職業安定所)

人

10

190,000円

一般事務経験
1年

係

販売店員

32

熊詐

昭稙5年4月10日(毎月1回10日発行)

マルケイ
推せん状況

の

160,000円

8 30~17.00
(日ヰ卿

経理事務
一般事務

46

項目

3年

150,000円

8 30~17.00
(日・祝)

タコ焼販売

57

熟盲.住)

120,000円

9 00~17.30
(日ヰ卿

プレスエ

規
間有効

59

(3月)

8 00~17.00
(日・祝)

呉服の外商Ⅱ.5年
呉服商(自営)8年

95,000円

規
間有効求職

規模

8年

8.30~17.00
(日・祝)

110,000円

区分

求

住所

5年

奈良市
通

奈良市消費者物価指数

人

9 00~17.00
(日ヰ卿

95,000円

効

(

職

鷺舮'

不問

生駒市

9 00~17.00
(日・祝)

70,000円

配偶者
の有無

求

者

不問

奈良市
通

生駒市

9 00~17.00
(日・祝)

80,000

総

者
人

不問

奈良市
通

奈良市

8 10~17.10
(日・祝)

12月

第13明掲載分

有

学歴

800

倍

2,092

不問

奈良市

奈良市
通

8 30~17.00
(日・祝)

商業高校卒簿記1級、
珠算2級、運転免許

有

上昇率

対前月比

127 8

男

273

奈良市内
通

率

不問

奈良市

1月(昭和50年=100)

1月

関西大学法科卒
運転免許

有

884
3,573

.

510
1,354

不問

奈良市
通

奈良市

高校電気科卒
運転免許

資格

有

562

128.5

女

284

0.フ

不問

0.58

県内
通

奈良市

旧専(電鄭斗)卒
1級土木施工管理技士

有

290

前年比%

不問

738

食料

奈良市

長倉實許

272

無

124

6.0

05

0.73

不問

乗客数 2月

奈良市

大阪府大、 2年中退

無

住居

奈良市

印
刷
所

120 1

短大卒、珠算2級
簿記3級、運転免許

帝国興信所(総理府統計局)

有

6.3

有

中卒

月別

摘要

光熱

124 0

121.4

無

(国鉄奈良験・奈良交通)
国鉄奈良験

乗

被服

128 6

125.0

月

2

奈良交通名所めぐり

月

客

419,002

雑費

128.6

131.5

奈良公園
乗客

奈良県倒産状況 2月

369,596

奈良・法隆寺
西ノ示

(人)

130.フ

137.フ

5,055

月別

乗

138.1

摘要

4,541

客

月

1,604

2

件数

帝国興信所

児

1,535

前年同月

7

金

3 億7,200万円

5

(内整理を含む負債1,000万円以上)

望

人
上
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市良
通

奈

市良
通

奈

本
金
)

手
(
賃
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取
月

年
年

5
8

年
年

営係関気電
業

4
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圭
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会

ー
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751
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1

534

600

八
0
年
代
は
「
地
方
の
時
代
L
 
と

い
う
こ
と
が
言
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
は

大
企
業
優
先
と
い
う
高
度
成
長
路
線

か
ら
地
場
産
業
な
ど
、
各
地
方
の
中

小
企
業
重
視
へ
の
時
代
を
切
り
拓
い

て
ゅ
く
こ
と
に
結
が
り
ま
す
▼
商
工

会
議
所
の
存
り
方
と
し
て
地
域
商

工
業
者
の
中
枢
機
閑
と
し
て
の
使

命
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
も

八
0
年
代
の
商
工
会
議
所
の
に
な
う

役
割
に
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ

り
ま
す
▼
八
0
年
代
の
第
一
歩
を
踏

み
出
す
に
あ
た
り
、
こ
の
理
念
の
も

と
、
会
議
所
の
機
能
高
揚
を
は
か
る

と
と
も
に
行
動
す
る
会
議
所
と
し
て

努
力
を
重
ね
て
ゅ
く
所
存
て
あ
ー

す
。
皆
様
方
の
御
支
援
翻
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。
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昭
和
五
十
五
年
度

事
業
計
画
・
予
算
を
承
認

・
第
七
十
二
回
議
員
総
会
・

知
度
の
事
業
計
画
及
び
予
算
審
議
を
中
心
議
題
と
す
る
第
七
十
二
回

議
員
総
太
=
は
、
去
る
三
月
二
十
五
日
正
午
よ
り
当
所
四
階
ホ
ー
ル
て
開
催

さ
れ
、
事
業
計
画
・
予
算
案
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
も
原
案
通
り
、
そ
の
他

の
議
案
に
つ
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
満
場
一
致
て
議
決
さ
れ
た
。

ま
た
、
当
所
朱
企
業
相
談
所
の
一
階
移
転
に
つ
い
て
は
、
<
後
検
討

を
重
ね
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

総
会
は
小
林
会
頭
ら
七
十
九
名
(
▽
積
水
化
学
工
業
欄
食
工
場

内
委
任
状
出
露
色
が
出
席
。
ま
那
小
林
達
艮
卿
山
本
敏
夫
氏

(

(
昭
肪
・
3
 
・
 
1
付
)

ず
協
議
蛋
か
ら
入
っ
た
。

▽
和
光
証
倫
食
支
店

〔
協
議
事
項
〕

円
昭
和
五
十
五
年
度
事
業
計
画
案
に
新
山
中
保
氏
旧
契
敏
次
氏

(

(
昭
防
・
2
 
・
卯
付
)

つ
い
て

国
大
型
店
三
条
届
出
に
よ
る
事
前
調

原
案
通
り
可
決
。

国
昭
和
五
十
五
年
度
一
讐
計
及
び
整
に
つ
い
て

事
前
調
整
ま
て
の
経
過
概
要
等
に

特
別
会
計
収
支
予
算
案
に
つ
い
て

つ
い
て
報
告

原
案
通
り
可
決
。
(
別
表
参
照
)

国
業
務
概
要
に
つ
い
て

国
定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

本
件
は
、
会
員
増
強
の
た
め
に
も
昭
和
五
十
四
年
松
月
S
同
五
十
五

年
2
月
の
業
務
概
要
に
つ
い
て
報

<
吾
貝
の
資
格
を
明
確
に
し
よ
う
と

告

す
る
も
の
て
原
案
通
り
可
決
。

〔
報
告
事
墓

一
議
員
の
一
部
異
動
に
つ
い
て

▽
欄
奥
村
組
食
営
業
所

那
井
上
博
史
氏
旧
沼
田
新
平
氏

(

(

1
寸
)

(
昭
4

.

.

1

▽
東
洋
磊
銀
行
欄
査
支
店

鴛
見
修
氏
岡
金
谷
哲
次
郎
氏

(

1
付
)

.

.

1

事
業
計
画

低
成
長
の
持
続
が
予
想
さ
れ
る
八

0
年
代
、
そ
の
初
頭
の
昭
和
五
十
五

年
度
の
我
が
国
経
済
を
取
り
ま
く
環

境
は
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
中

心
に
卸
売
物
価
の
高
騰
再
建
の
た

め
の
緊
縮
財
政
、
ま
九
金
融
の
引
締

め
等
極
め
て
多
難
な
も
の
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
て
、
ほ
と
ん

ど
が
永
企
業
て
占
め
る
我
が
食

市
経
済
界
の
前
途
は
誠
に
厳
し
い
も

の
が
あ
り
、
低
成
長
に
耐
え
得
る
構

造
改
善
と
体
質
強
化
が
格
段
に
要
請

さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
商
業
界
に

と
つ
て
大
型
店
対
策
は
焦
眉
の
急
を

要
す
る
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
適
切

な
諸
施
策
の
実
施
と
近
代
化
の
推
進

が
緊
要
事
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「

地
方
の
時
代
」
を
迎
え
地
域
総
合
経

済
団
体
と
し
て
商
工
会
議
所
の
果
た

と
と
も
に
、
倒
産
防
止
特
別
相
談

事
業
を
引
続
き
推
進
す
る
。

⇔
大
規
模
小
売
店
舗
の
進
出
に
対
応

し
て
地
域
商
業
の
近
代
化
、
活
性

化
を
は
か
る
た
め
商
業
振
興
に
関

す
る
抜
本
的
な
諸
施
策
の
確
立
と

推
進
を
は
か
る
。

国
国
際
文
化
観
光
都
市
査
の
長
期

的
な
観
光
ビ
ジ
"
ン
を
作
成
し
、

観
光
客
望
と
そ
の
受
入
れ
対
策

の
強
化
充
実
を
は
か
る
。

四
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
合
理
化
対
策

と
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
層
の
推
進

を
は
か
る
た
め
啓
蒙
普
及
活
動
を

実
施
す
る
。

国
小
規
模
事
業
対
策
の
ー
に
か

ん
が
み
巡
回
経
営
相
談
、
指
導
を

中
心
と
し
て
経
営
改
善
普
及
事
業

の
徹
底
を
は
か
る
。

因
会
議
所
組
織
機
能
の
充
実
と
財
政

基
盤
の
確
立
を
は
か
る
。

小
企
業
者
に
も
つ
と
も
有
利
な
融
資
制
度

と
好
評
の
マ
ル
経
資
金
の
融
資
条
件
が
四
月

一
日
か
ら
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
改
正
点
は
次

の
通
り
て
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
当
所
中
小
企
業
相
談
所
ま

て
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
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設
備
・
運
転
資
金
と
も
三
百
万
円

率

臼
和年

七
・
ニ
%
(
従
前
七
%
)

口
返
済
期
限

運
転
資
金
三
年
(
従
前
二
年
六
ケ
月
)

(
必
要
に
応
じ
六
ケ
月
以
内
の
据
置
き

の
取
扱
い
可
)

阪
田
氏
ら
三
氏
に

日
商
表
彰

議
員
総
会
に
先
立
ち
長
年
に
わ
九

り
当
所
発
展
の
九
め
尽
力
さ
れ
九
阪

田
富
三
郎
、
二
岡
嘉
三
郎
、
稲
田
安

功
の
各
氏
に
対
し
日
商
か
ら
の
表
彰

状
が
伝
逹
さ
れ
た
。
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電
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目
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町
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町

条
市
田

二
山
谷

市
郡
市

良
和
駒

奈
大
生

店
店
店

西
郡
生

、
一

奉
三

山
駒

こ暮

す
役
割
は
こ
の
面
に
お
い

て
も
ま
こ
と
に
大
き
く
、

地
域
商
工
業
者
を
結
集

そ
の
機
能
を
高
め
地
域
に

密
着
し
九
事
業
を
多
面
的

に
展
開
行
動
す
る
商
工

会
議
所
を
し
て
真
価
を
発

揮
し
な
け
れ
ぱ
な
、
長
い
。

本
年
度
目
標

一
厳
し
い
内
外
経
済
戸
盧

の
変
化
に
対
応
す
る
企

業
体
質
の
改
善
強
化
に

格
段
の
努
力
を
は
ら
う
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テ
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ン
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、
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琴
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゛

議
員
総
会
に
先
立
ち
先
日
五
日
に

小
林
会
頭
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二
十
一
名
の
出
席
に
よ

り
第
三
八
回
常
議
員
会
を
開
催
し

た
。当

常
議
員
会
は
後
日
の
議
員
総
会

に
提
案
す
べ
き
事
項
を
先
議
的
に
審

議
す
る
も
の
て
来
年
度
の
事
業
計
画

並
び
に
収
支
予
算
案
に
つ
い
て
は
何

れ
も
原
案
通
り
了
承
さ
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詳
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に
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て
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議
員
総
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記
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第
Ⅲ
回
常
議
員
会

な
お
、
そ
の
他
の
審
議
事
項
は
次

の
通
り
て
あ
る
。

▽
会
館
の
使
用
料
等
に
関
す
る
規
則

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

本
件
は
当
会
館
の
テ
ナ
ン
ト
料
を

物
価
上
昇
等
の
事
情
に
鑑
み
坪
単
価

を
十
。
ハ
ー
セ
ン
ト
値
上
げ
し
よ
う
と

す
る
案
て
原
案
通
り
可
決
さ
れ
九
。

▽
給
与
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

原
案
通
り
一
部
改
正
す
る
こ
と
て

可
決
さ
れ
た
。
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昭
和
五
十
五
年
度

中
小
企
業
施
策
の
重
点

わ
が
国
の
宋
企
業
を
取
り
巻
く

経
済
蛋
は
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ

ス
ト
の
上
昇
、
貿
鼎
造
の
変
化
、

国
民
二
ー
ズ
の
変
化
等
に
起
因
し
て

大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
そ
こ
て
中

小
企
業
が
△
後
と
も
健
全
に
発
展
し

て
い
く
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の
鑑

変
化
に
的
確
に
対
応
し
て
い
く
必
要

か
あ
る
。

こ
の
た
め
朱
企
業
に
お
け
る
人

材
育
成
や
技
術
開
発
力
の
強
化
等

宋
企
業
の
経
営
資
源
の
充
実
を
従

来
に
も
増
し
て
強
力
に
推
進
す
る
と

と
も
に
、
中
小
企
業
経
営
の
安
定
の

た
め
の
施
策
を
講
ず
る
こ
と
が
重
要

て
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
観
点
に
立
っ
て
昭
和

五
十
五
年
度
は
、
一
般
会
計
予
算
に

お
い
て
対
前
年
度
比
約
五
・
一
%
増

の
二
千
四
百
三
十
四
億
七
千
五
百
万

円
を
計
上
し
、
永
企
業
施
策
と
し

て
①
宋
企
業
の
近
代
化
対
策
の
新

九
な
展
開
、
②
小
袈
事
業
対
策
の

強
化
、
③
永
商
業
、
サ
ー
ビ
ス
業

対
策
の
推
進
④
地
域
経
済
社
会
の

振
興
へ
の
寄
与
、
 
1
企
業
の
経

営
の
安
定
を
柱
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

施
策
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

永
企
業
近
代
化
対
策
の
新
九

1
な
展
開

山
ソ
フ
ト
な
経
営
資
源
の
充
実

イ
宋
企
業
大
学
校
の
創
設

永
企
業
の
人
材
育
成
の
強
化

を
図
る
九
め
、
永
企
業
振
興
事

業
団
に
中
小
企
業
大
学
校
を
設
置

し
、
各
種
の
研
修
事
業
を
飛
躍
的

に
強
化
・
拡
充
す
る
。

口
永
企
業
の
技
術
開
発
力
の

強
化技

術
に
関
し
て
優
れ
た
も
の
を

技
術
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
各
県

に
舌
二
十
名
登
録
・
配
置
し
、

技
籍
導
を
行
う
技
術
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
制
度
の
創
設
や
技
術
改
善
費

補
助
金
「
地
域
産
業
技
術
」
枠
の

新
設
等
を
行
う
。

永
企
業
指
喜
報
化
事
業

の
強
化

第
一
線
を
退
い
た
経
験
豊
富
な

経
営
者
等
を
宗
企
業
相
談
委
員

(
仮
称
)
に
委
嘱
し
、
中
小
企
業

者
か
ら
の
経
営
相
談
に
応
ず
る
と

い
う
中
小
企
業
経
営
相
談
事
業
(

ス
コ
ア
制
度
)
の
創
設
の
ほ
か
コ

ン
ピ
ユ
ー
タ
診
断
事
業
の
拡
充
や

永
企
業
地
域
情
報
セ
ン
タ
ー
の

拡
充
を
行
う
。

劉
高
度
化
事
業
の
推
進

中
小
企
業
高
度
化
事
業
の
需
要

の
多
様
化
に
対
応
す
る
九
め
、
問

制
度
の
拡
充
と
し
て
保
険
限
度
額

の
引
上
げ
や
翻
術
企
業
化
保
険

の
創
設
及
び
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
発

展
等
に
対
応
す
る
金
融
措
置
等
を

実
施
す
る
。

②
永
企
業
体
質
強
化
資
金
制

度
の
創
設

永
企
業
者
の
事
業
活
動
の
円

滑
な
遂
行
を
可
能
に
す
る
と
と
も

に
、
経
営
体
質
を
抜
本
的
に
強
化

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
①
大

型
店
等
進
出
融
資
②
下
請
氷

企
業
対
策
融
資
を
内
容
と
す
る
「

中
小
企
業
体
質
強
化
資
金
制
度
L

(
仮
称
)
を
創
設
す
る
。

③
倒
産
防
止
対
策
の
強
化

ネ式株

屋
街
近
代
化
事
業
の
創
設
、
設
備

リ
ー
ス
璽
の
対
象
に
安
全
衛
生

施
設
の
追
加
等
を
行
い
高
度
化
事

業
の
充
実
を
図
る
こ
と
と
し
て
い

る
0③

組
合
活
動
の
強
化

組
合
活
性
化
情
報
提
供
事
業
及

び
組
合
人
材
養
成
事
業
を
創
設
し
、

中
小
企
業
の
組
織
化
対
策
の
抜
本

的
強
化
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

④
産
地
宋
企
業
振
興
対
策
の

推
進産

地
永
企
業
対
策
臨
時
措
置

法
の
指
定
要
因
を
拡
大
す
る
と
と

も
に
、
特
定
産
地
の
追
加
指
定
(

百
十
産
地
)
を
行
い
、
こ
れ
に
従

つ
て
、
産
地
振
興
対
策
費
補
助
や

産
地
振
興
ビ
ジ
.
ン
作
成
事
業
費

翻
等
の
補
助
制
度
を
拡
充
す
る
。

小
規
模
事
業
対
策
の
強
化

①
小
規
模
璽
対
策
の
推
進

経
営
改
善
普
及
事
業
に
つ
い
て
、

そ
の
効
果
的
な
浸
透
及
び
拡
充
を

図
る
こ
と
と
し
、
補
助
対
叢
員

の
増
員
及
び
待
遇
の
改
盖
=
、
小
規

模
事
業
対
策
特
別
推
進
費
重
務

局
長
手
当
)
の
拡
充
、
青
年
部
、

婦
人
部
活
動
推
進
費
の
拡
充
等
を

図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

②
小
企
業
等
経
営
改
善
資
金
融

資
制
度
の
拡
充

運
転
資
金
に
つ
い
て
、
貸
付
限

度
二
百
五
十
万
円
←
三
百
万
円
。

貸
付
期
間
二
年
六
力
月
以
内
(
据

置
三
力
月
以
内
)
←
三
年
以
内
(

Y

据
置
六
力
月
以
内
)
に
改
善
す
る
。

③
小
規
模
企
業
共
済
制
度
の
推

進

4

株
会

護
摩
焚
き
て
天
地
の
凍
ゆ
る
び
け
り

花
便
り
友
の
字
癖
を
な
つ
か
し
む

華
や
か
に
女
系
三
代
の
雛
飾
り

も
の
の
芽
の
ふ
く
ら
み
は
じ
め
い
と
ほ
し
き

一
輪
の
梅
日
を
吸
へ
り
今
朝
の
庭

赤
き
実
を
啄
む
小
泉
ヨ
晴
間

管
理
体
制
の
整
備
及
び
制
度
の

普
及
、
加
入
促
進
を
効
果
的
か
つ

機
動
的
に
実
施
す
る
体
制
の
確
立

を
図
る
。

④
設
備
近
代
化
資
金
及
び
設
備

貸
与
資
金
の
拡
充

貸
付
等
の
対
条
種
を
拡
大
(

サ
ー
ビ
ス
業
の
う
ち
旅
望
を
追

加
)
す
る
と
と
も
に
、
下
請
取
引

欝
の
円
滑
化
の
た
め
、
器
対

象
企
業
へ
の
貸
4
を
強
化
す
る

な
ど
制
度
の
充
実
を
図
る
。

朱
商
業
サ
ー
ビ
ス
業
対
策
の

(
朱
企
業
倒
産
防
止
対
策
貸
付

を
恒
久
的
制
度
と
し
て
創
設
す
る

と
と
も
に
倒
産
防
止
特
別
相
談
事

業
の
拡
充
を
行
う
。

4
 
下
請
企
業
対
策
の
強
化

不
公
正
な
下
請
取
引
の
規
制
の

強
化
を
図
る
九
め
、
対
策
事
業
所

数
の
増
加
を
図
る
と
と
も
に
、
下

請
代
金
検
査
官
の
轡
貝
を
行
う
。

又
、
下
請
取
引
の
あ
っ
せ
ん
の
推

進
を
図
る
九
め
、
下
請
企
業
振
興

協
会
等
の
指
導
員
等
の
増
員
を
図

る
と
と
も
に
、
共
同
受
注
の
推
進

る
と
と
も
に
、
共
同
受
注
の
推
進

指
導
等
下
請
取
引
あ
っ
せ
ん
効
率

化
推
進
事
業
等
を
行
う
。

風
邪
ご
も
り
厨
に
食
器
の
ふ
れ
る
音

古
雛
に
し
の
ぶ
数
々
夜
の
雨

啓
塾
の
朝
晴
れ
て
夫
退
院
す
一

'
4
4
4
4
4
1
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
1
4
4
4
4
4
4
4
4

2

ビ
ス
産
業
に
関
す
る
調
査
研
究
の

充
実
を
図
る
。

4
.
地
域
経
済
社
会
の
振
興
へ
の
寄

5

奈

3

地
場
産
業
振
興
対
策
等
の
推

地
場
産
業
の
総
合
的
な
振
興
を

図
る
た
め
、
都
道
府
県
を
通
じ
県

別
地
場
産
業
実
態
調
査
、
都
市
別

地
場
産
業
推
進
モ
デ
ル
調
査
を
行

う
と
と
も
に
、
全
国
中
小
企
業
団

体
中
央
会
に
委
託
し
て
地
場
産
業

振
興
シ
ス
テ
ム
開
発
整
備
調
査
を

実
施
す
る
。

②
特
定
不
況
地
域
対
策
の
推
進

特
定
不
況
地
域
中
小
企
業
対
策

強
化商

工
会
が
行
う
「
小
売
商
業
近

代
訴
策
調
査
事
業
」
に
対
す
る

補
助
に
つ
い
て
、
対
象
商
工
会
数

を
大
幅
に
拡
充
す
る
ほ
か
、
地
域

ぐ
る
み
の
「
商
業
近
代
化
地
域
計

画
策
定
事
業
」
の
一
層
の
充
実
を

図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

剖
宋
サ
ー
ビ
ス
業
振
興
対
策

の
推
進

朱
企
業
金
融
公
庫
等
の
貸
付

対
条
種
の
拡
大
、
朱
企
業
近

代
化
資
金
等
助
成
法
の
対
繁
種

及
び
設
備
の
拡
大
等
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
木
企
業
施
策
に
お
け

る
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
取
扱
い
の
改

善
を
行
う
と
と
も
に
、
中
小
サ
ー

(
氷
小
売
商
業
振
興
対
策
の

(

中
小
企
業
が
倒
産
寸
前
の
事
態
に

直
面
し
た
場
貪
倒
産
に
と
も
な
う

社
会
的
混
乱
を
未
然
に
防
止
す
る
必

要
か
ら
当
所
に
「
倒
産
防
止
特
別
相

談
室
L
 
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
相
談
室
は
、
商
丁
調
停
士
、
弁

護
士
、
経
理
士
及
び
事
務
局
て
構
成

さ
れ
具
体
的
に
は
次
の
事
業
を
実
施

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

①
不
渡
手
形
を
出
す
等
倒
産
の
恐
れ

の
あ
る
中
小
企
業
者
か
ら
の
相
談
を

受
け
て

イ
当
該
永
企
業
者
の
財
務
内
容

、
(

臨
時
措
置
法
に
基
、
づ
き
総
合
的
な

中
小
企
業
の
経
営
安
定
対
策
を
講

ず
る
と
と
も
に
、
関
係
道
府
県
を

通
じ
、
特
定
不
況
地
域
振
興
ビ
ジ

.
ン
の
作
成
を
行
う
。

③
地
域
経
済
団
体
に
よ
る
地
域

活
動
の
強
化

将
来
の
商
工
会
等
の
活
動
の
担

い
手
と
な
る
青
年
部
、
婦
人
部
の

活
動
を
拡
充
し
、
地
域
の
小
規
模

企
業
者
の
健
全
な
発
展
を
図
る
。

5
.
中
小
企
業
の
経
営
の
安
定

Ⅷ
木
企
業
の
資
金
調
達
の
円

滑
化政

府
系
永
企
業
金
融
三
機
関

の
貸
付
耀
の
拡
大
、
信
用
補
完

倒
産
防
止

特
別
相
談
室

計
行博

設
谷

谷
桝

桝

等
の
把
握

口
当
面
決
済
す
べ
き
手
形
の
処
理

ハ
再
建
可
能
か
ど
う
か
の
検
討
及

び
再
建
方
策
の
検
討

二
債
権
者
・
銀
行
等
へ
の
協
力
依

頼

②
倒
産
関
倭
令
(
内
整
理
・
和
議

会
社
整
理
・
会
社
更
生
笠
に
関
す

る
相
談
・
指
導

③
そ
の
他
永
企
業
の
倒
産
防
止
に

必
要
な
事
項
(
中
小
企
業
倒
産
防
止

共
済
制
度
・
中
小
企
業
信
用
保
険
法

に
基
づ
く
倒
産
関
連
特
別
措
置
・
中

小
企
業
倒
産
対
策
緊
急
融
資
制
度
笠

の
啓
蒙
・
推
進

※
当
相
談
室
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る

方
は
卓
や
目
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

T
E
L
四
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三
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リ
サ
イ
ク
ル
と

省
エ
ネ
を
実
践
し
て

生
活
創
造
協
会
会
長
若
宮
章
嗣

「
り
サ
イ
ク
ル
と
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
時
代
」
と
も
称
す
べ
き
一
九
八
0

年
を
迎
え
、
私
達
が
実
生
活
に
も
そ

の
実
効
を
あ
げ
ね
ぱ
な
ら
な
い
時
代

が
来
九
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
故

に
政
府
も
、
省
エ
ネ
に
熱
意
を
示
し

始
め
た
の
て
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
テ

レ
ビ
な
ど
を
見
て
い
る
と
、
大
企
業

に
お
い
て
も
そ
の
一
単
位
、
一
企
業

が
、
自
社
の
内
部
に
お
い
て
、
り
サ

イ
ク
ル
や
省
エ
ネ
運
動
に
成
果
を
挙

げ
て
い
る
様
子
が
手
に
取
る
よ
う
に

う
か
が
う
こ
と
が
て
き
ま
す
。

さ
て
、
そ
の
反
面
朝
早
く
、
殊

に
ゴ
ミ
集
め
の
日
ま
て
に
繁
華
街
を

歩
い
て
み
ま
す
と
、
町
の
角
角
に
は
、

相
も
変
ら
ず
捨
て
ら
れ
た
ゴ
ミ
と
称

す
る
も
の
が
山
積
み
に
さ
れ
て
あ
り
、

そ
れ
を
少
し
注
意
深
く
見
る
と
、
ま

だ
十
分
に
使
用
す
る
こ
と
が
出
来
そ

う
な
も
の
、
要
す
る
に
、
資
源
の
山
、

リ
サ
イ
ク
ル
や
省
エ
ネ
の
材
料
が
山

積
み
さ
れ
て
い
る
の
て
す
。
私
達
の

経
験
か
ら
す
る
な
ら
ぱ
、
無
尽
蔵
と

も
思
え
る
ほ
ど
の
宝
の
山
な
の
て
す
。

例
え
ば
、
私
は
、
こ
の
山
積
み
に

捨
て
ら
れ
た
品
物
の
中
か
ら
、
現
在

手
元
に
あ
る
だ
け
て
も
十
数
本
の
魔

法
ビ
ン
を
発
見
し
て
い
ま
す
。
こ
の

中
に
、
暖
房
用
の
ス
ト
ー
ブ
に
薬
躍

を
の
せ
て
、
沸
か
し
た
お
湯
を
て
ま

め
に
入
れ
て
お
く
の
て
す
。
魔
法
ビ

ン
ま
は
一
日
て
一
杯
に
な
り
、
そ

の
日
の
炊
事
用
に
十
分
間
に
合
う
の

て
す
。薬

膝
あ
り
、
時
に
は
未
使
用
の
ノ

ー
ト
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
、
あ
り
と
あ

ら
ゆ
る
も
の
が
捨
て
ら
れ
て
あ
り
ま

す
。
こ
の
資
源
の
山
は
、
永
企
業

の
多
い
繁
番
の
町
角
に
殊
に
多
い

の
て
す
尖
<
止
業
て
す
ら
り
サ
イ
ク

ル
運
動
に
相
当
の
力
を
入
れ
て
い
る

と
い
う
の
に
。

あ
る
永
企
業
者
の
集
い
て
、
こ

の
話
を
発
表
し
た
ら
、
ほ
と
ん
ど
の

人
々
が
理
解
を
示
し
て
く
れ
ま
し
た

が
、
て
は
い
ざ
実
践
と
の
話
に
な
る

と
、
急
に
尻
込
み
す
る
の
て
す
。
「
恥

か
し
い
」
「
笈
が
悪
い
」
、
そ
れ
が

主
た
る
理
由
て
す
。

段
ボ
ー
ル
箱
を
、
店
の
包
装
紙
て

一
閑
張
り
を
し
て
、
そ
の
中
に
古
い

セ
ー
タ
ー
な
ど
を
丁
寧
に
詰
め
こ
み
、

鍋
一
つ
入
る
ほ
ど
の
空
間
を
作
り
、

煮
物
な
ど
を
し
た
時
、
沸
騰
し
た
煮

物
を
鍋
の
ま
ま
入
れ
て
お
く
と
、
火

を
使
わ
ず
、
そ
の
ま
ま
て
煮
物
が
出

来
上
り
ま
す
。
そ
し
て
、
商
店
な
ど

て
、
店
の
人
や
家
族
が
何
回
に
も
分

け
て
食
事
を
す
る
時
な
ど
、
ニ
、
三

時
間
は
熱
が
冷
め
な
い
の
て
、
温
め

直
す
と
い
う
必
要
が
な
い
の
て
す
。

私
は
古
い
セ
ー
タ
ー
の
代
り
に
、
断

熱
材
を
入
れ
て
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

も
町
角
の
資
源
の
山
か
ら
の
掘
り
出

し
も
の
て
す
。
段
ボ
ー
ル
の
箱
も
。

大
企
業
に
お
け
る
自
社
内
の
み
て

の
大
規
模
な
り
サ
イ
ク
ル
に
比
す
べ

く
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
中
小
企
業
は

中
小
企
業
な
り
の
空
が
無
数
に
あ

ろ
う
と
考
え
ま
す
。
大
企
業
に
は
特

別
に
、
そ
の
為
の
課
が
設
け
ら
れ
る

よ
う
に
、
永
企
業
て
も
そ
れ
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
為
に
は
、
中
心

に
な
る
人
が
大
切
な
の
て
す
。
私
の

長
年
の
簾
か
ら
す
る
と
、
社
長
.

主
人
・
旦
那
様
達
は
最
初
か
ら
落
第

て
す
。
「
見
栄
・
体
裁
が
悪
く
、
面

倒
臭
い
し
か
ら
て
す
。
糧
に
は
「
細

心
の
注
意
」
と
か
、
小
さ
な
創
造
は

不
向
き
な
の
て
す
尖
局
を
つ
か
む

こ
と
は
出
来
て
も
。
ま
た
、
永
企

業
に
お
い
て
の
り
サ
イ
ク
ル
や
省
工

ネ
の
中
心
点
は
、
ど
ぅ
し
て
も
お
勝

手
と
か
、
仕
事
場
の
中
の
ほ
ん
の
小

さ
い
こ
と
が
眼
目
て
あ
る
の
て
す
。

こ
の
中
小
企
業
に
お
け
る
り
サ
イ

ク
ル
・
省
エ
ネ
運
動
の
立
役
者
・
立

案
者
に
は
、
そ
れ
を
な
し
得
る
才
能

の
持
主
と
し
て
の
主
婦
と
い
う
女
性
、

こ
の
人
達
が
最
適
任
者
て
あ
り
、
最

も
必
要
な
人
々
な
の
て
す
。
女
性
の

や
さ
し
や
、
思
い
や
り
、
細
心
さ
、

勿
体
な
い
と
思
う
心
が
、
こ
の
運
動

に
欠
く
こ
と
の
て
き
な
い
大
切
な
性

質
な
の
て
す
。
「
徹
底
し
九
り
サ
イ

ク
ル
と
省
エ
ネ
」
は
、
女
性
し
か
出

来
な
い
の
て
す
。

そ
の
意
味
か
ら
し
て
、
こ
の
重
大

な
一
九
八
0
年
代
の
省
エ
ネ
の
主
役

は
、
社
長
・
主
人
・
旦
那
様
方
は
奧

様
に
一
歩
を
ゆ
ず
っ
て
、
あ
な
た
は

主
役
の
座
か
ら
退
く
こ
と
を
覚
悟
す

べ
き
て
あ
ろ
う
と
思
う
の
て
す
。
そ

の
こ
と
が
ま
た
、
一
家
の
平
和
へ
の

道
て
あ
ろ
う
と
も
考
え
ま
す
。

八
0
年
代
は
、
あ
る
い
は
、
中
心

に
女
性
が
座
る
こ
と
に
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
そ
の
時
に
こ
そ
、
「
徹

底
し
た
り
サ
イ
ク
ル
と
省
エ
ネ
L
の
実

践
が
可
能
西
な
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

C

大
型
店
進
出
、
物
価
高
・
:
な
ど
昨
今
の
奈
良
地
元

商
店
街
を
取
り
巻
く
環
境
は
複
雑
さ
を
増
し
て
き
て

い
る
。
当
所
小
売
部
会
並
び
に
市
商
店
街
振
興
連
絡

,
協
議
会
て
は
こ
の
機
に
あ
九
り
地
元
商
店
街
の
良
さ

を
再
認
識
し
て
も
ら
お
う
と
の
気
運
の
も
と
、
「
地

元
買
物
運
動
」
と
銘
っ
て
大
々
的
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
中
て
あ
る
。

こ
の
度
同
運
動
の
一
環
と
し
て
、
地
元
消
費
者
代

表
に
お
集
ま
り
願
い
地
元
商
店
に
対
す
る
不
満
な
り

希
望
を
語
っ
て
頂
い
た
。

会

C

司
会
本
日
は
お
忙
し
い
と
こ
ろ
本

座
談
会
に
お
集
ま
り
願
い
乱
う

こ
ざ
い
ま
す
。
さ
て
本
日
は
皆
様

方
の
旦
星
活
に
不
可
泱
な
賣

知
に
つ
い
て
色
々
お
話
し
を
伺

い
今
後
の
商
店
の
存
号
の
参
考

に
す
る
と
伴
に
、
よ
り
愛
さ
れ
る

商
店
に
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
て
ょ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。て

は
ま
ず
消
費
者
の
皆
様
の
買

物
に
対
す
る
考
え
蚕
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

S
 
今
ま
て
買
物
と
一
言
え
ば
大
阪
へ

出
る
と
い
っ
九
風
潮
が
あ
り
ま
し

た
が
最
近
て
は
地
元
に
も
大
阪
と

比
べ
て
ひ
け
を
取
ら
な
い
店
が
増

え
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

Y
 
私
の
地
区
に
は
ス
ー
。
ハ
ー
が
あ

り
日
用
品
な
ら
こ
こ
て
十
分
用
が

足
り
ま
す
。
唯
、
専
門
商
品
に
な

れ
ぱ
大
阪
の
方
が
種
類
も
多
い
と

い
う
先
入
観
て
ど
ぅ
し
て
も
大
阪

へ
足
が
向
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Bイ.
＼

b
.

＼

常
に
良
い
と
思
い
ま
す
。

司
会
反
対
に
地
元
商
店
の
良
く
な

い
と
こ
ろ
は
ど
う
い
う
点
て
す
か
。

H
 
営
業
時
間
が
相
対
的
に
短
い
と

思
い
ま
す
。

T
 
蛇
足
に
な
り
ま
す
が
、
少
々
値

段
が
高
く
て
も
地
元
て
買
わ
な
け

れ
ぱ
バ
ツ
が
悪
い
と
い
う
風
潮
が

あ
る
よ
う
て
す
。
隠
れ
て
ま
て
ス

ー
。
ハ
ー
に
買
物
に
い
く
人
も
お
ら

れ
る
よ
う
て
す
。

対
面
販
売
の
良
さ
を
強
調

司
会
い
ろ
い
ろ
地
元
商
店
の
長
所

短
所
が
て
ま
し
た
が
商
店
側
の
方

て
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
て
系
。

0
 
営
業
時
間
に
つ
い
て
は
従
業
員

の
労
働
条
件
の
関
係
て
難
し
い
こ

K
 
私
の
近
く
に
も
百
貨
店
を
核
と

し
た
ス
ー
。
ハ
ー
が
あ
り
ま
す
が
買

物
は
ほ
と
ん
ど
こ
こ
へ
行
き
ま
す
。

特
に
進
物
用
品
に
な
る
と
デ
。
ハ

ー
ト
の
知
名
度
が
も
の
を
い
う
よ

う
ゼ
す
。

信
近

6

0

(

技
近

4
 
、
(
 
0

例
え
ば
日
用
品
や
生
鮮
食
料
品
は

消
費
者
と
の

ス
ー
。
ハ
ー
て
家
電
品
に
つ
い
て
は

ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
地
元

商
店
街
て
と
い
,
つ
風
に
:
・
・
:
。

Y
 
よ
く
ス
ー
。
ハ
ー
は
一
般
商
店
よ

り
安
い
と
い
う
こ
と
を
耳
に
し
ま

す
が
、
地
元
商
店
て
も
品
物
が
良

く
値
段
も
ス
ー
。
ハ
ー
よ
り
安
い
品

物
が
た
く
さ
ん
あ
る
よ
う
て
す
。

安
心
し
て
買
物
が
で
き
る
地
元
商

店
街

司
会
地
元
商
店
亨
の
買
物
の
楽

し
み
と
い
う
も
の
は
ど
の
よ
う
な

と
こ
て
す
か
。

K
 
「
毎
度
」
と
い
う
か
け
声
は
地
元

商
店
な
ら
て
は
の
良
さ
だ
と
思
い

ま
す
。
唯
押
し
売
り
的
な
傾
向
が

あ
る
の
は
ち
ょ
つ
と
困
る
け
ど
。

H
 
商
店
の
人
と
の
や
り
と
り
て
値

引
き
し
て
も
ら
っ
た
り
て
き
る
の

と
、
顔
見
知
り
な
の
て
ゆ
っ
く
り

安
心
し
て
買
物
が
て
き
る
の
は
非

と
も
あ
り
ま
す
が
、
サ
ー
ビ
ス
の

点
か
ら
も
鋭
意
努
力
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

ま
た
一
般
商
店
の
最
大
の
武
器

て
あ
る
対
面
販
売
の
良
さ
を
強
調

す
る
た
め
販
売
員
の
教
育
も
進
め

て
い
く
予
定
て
す
。

司
会
次
に
よ
く
話
に
て
る
ス
ー
。
ハ

ー
と
地
元
商
店
と
の
違
い
等
に
つ

い
て
は
ど
ぅ
て
す
か
。

S
 
私
は
、
地
元
商
店
と
ス
ー
。
ハ
ー

の
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
味
に
合
わ
せ

て
買
物
を
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

め量
園シ

サ双

第
一
土
曜
日
を
奉
仕
デ
ー
に

司
会
最
後
に
地
元
小
売
業
者
と
し

て
、
今
後
の
消
費
者
サ
ー
ビ
ス
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
お
ら
れ
る
か

お
聞
か
せ
願
い
た
い
。

S
 
地
元
買
物
運
動
の
一
環
と
し
て

こ
の
四
月
か
ら
第
一
士
曜
日
を
奉

仕
デ
ー
と
し
て
全
商
店
街
が
一
致

団
結
し
て
実
施
す
る
こ
と
に
し
て

い
る
。
ま
た
、
こ
の
機
会
に
消
費

者
サ
ー
ビ
ス
を
徹
底
し
商
店
街
の

活
性
化
を
は
か
っ
て
ゅ
き
た
い
。

司
会
本
日
は
貴
重
な
意
見
を
お
聞

か
せ
願
い
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
0

一

坤

.
一

'

.

、

'
1

、
.

一

.

、

4

.
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消費者との懇談

結
が
り

切
に

第139号(第三種郵便物認可)

頼の大きさ・
電工の
術で式

脈動し、呼吸し、成長する都市の、
生命のシステムをつくる
休河寉かさ・・。
電工は大きな信頼にこたえま中。

ショッピング
ふれあう楽しさ

あなたの街で.ノ

「地元買物運動」
実施中

昭和55年4月10日(毎月1回10日発行)奈良会議所ニュース
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電気 はみんなのもの
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に使いましょう

関西電力(株)奈良支店
支店長和田

大切
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ヨ
ガ
健
康
法

去
る
3
月
幻
日
囲
午
後
6
時
よ
り

当
所
に
て
垣
内
部
長
他
Ⅱ
名
が
参
加

し
て
、
関
西
ヨ
ガ
協
会
谷
村
英
司
氏

を
お
迎
え
し
て
ヨ
ガ
健
康
法
を
開
催
。

こ
の
中
て
谷
村
氏
は
現
代
は
極
度

に
便
利
て
合
理
化
さ
れ
た
社
会
て
あ

り
、
か
つ
精
神
的
負
担
が
強
ま
っ
て

い
る
。
ま
た
企
業
社
会
に
お
い
て
も

現
下
の
低
成
長
下
て
の
企
業
間
競
争

の
激
化
等
厳
し
い
内
外
経
済
環
境
の

中
て
、
今
程
経
営
者
の
健
康
管
理
が

大
切
な
時
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

内
臓
疾
串
Y
肩
こ
り
・
ス
ト
レ
ス
等
の

現
代
病
を
継
続
的
な
ヨ
ガ
体
操
て
解

消
し
か
つ
健
康
が
維
持
出
来
る
と
力

説
。
こ
れ
は
あ
く
ま
て
も
毎
日
続
け

る
こ
と
が
前
提
て
あ
る
と
の
こ
と
て

あ
っ
た
。

◎
い
よ
い
よ
昭
和
邪
年
度
の
ス
タ
ー

ト
。
本
田
部
長
は
発
足
当
時
の
原

点
を
も
う
一
度
振
り
返
え
り
、
商
工

会
議
所
青
年
部
の
カ
ラ
ー
を
前
面
に

押
し
出
し
、
 
5
周
年
へ
の
布
石
と
し

た
い
0
 
と
、
<
吾
貝
皆
様
方
の
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

<
連
箱

4
月
定
時
総
会

0

0

日
時
 
4
月
W
日
圈
即
S
⑪2

1

場
所
当
所
4
階
会
議
室

3
月
例
会
開
催

<
お
願
い
>

昭
和
郭
年
度
役
員
も
決
定
し
新
た

な
体
制
て
ス
タ
ー
ト
致
し
ま
す
0
 
今

年
度
は
会
員
皆
様
方
が
多
数
出
席
出

来
る
よ
う
な
諸
々
の
興
味
あ
る
催
物

を
実
施
し
た
く
考
え
て
お
ー
す
。

現
下
の
厳
し
い
経
済
礎
の
中
て
若

手
経
営
者
は
多
忙
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
と
存
じ
ま
す
が
、
お
差
し
く

り
是
非
こ
出
席
下
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
致
し
ま
す
。

正
正

行
雄

9

三
月
例
会
開
催

三
月
十
一
品
午
前
九
時
三
十

バ

ス
に
て
出
発
 
N
H
K
、
近

業
部
(
大
阪
市
馬
場
町
)
を
見
学

番
組
編
成
の
裏
話
等
を
拝
聴
し

、
有
意
義
な
一
日
を
過
ご
し
た
。

正
副
会
長
会
議

三
月
十
三
日
宋
午
前
十
一
時
よ

り
正
副
会
長
会
議
を
開
催
昭
和

五
十
五
年
度
運
営
事
業
計
画
案
並

び
に
収
支
予
算
案
及
び
第
三
期
各

委
員
会
委
=
貝
各
部
の
委
員
の
委
嘱

案
を
検
討
、
第
三
期
役
員
の
選
任

案
を
協
議
さ
れ
た
。

事
業
総
務
会
同
委
員
会

三
月
十
九
日
復
十
七
時
よ
り

杉
本
副
会
長
兼
事
業
委
員
会
委
員

住
井
総
務
委
員
会
委
員
長
、
他

、

名
の
出
席
に
よ
り
、
昭
和
五
十

五
年
度
運
営
事
業
計
画
案
、
並
び
に

収
支
予
算
書
案
に
つ
い
て
、
慎
重
に

審
議
を
さ
れ
、
理
事
会
に
お
い
て
提

案
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

亀
轟

三

理
事
会
開
催

三
月
二
十
一
日
圈
正
午
よ
り

開
会
昭
和
五
十
五
年
度
運
営
事
業

計
画
案
昭
和
五
十
五
年
度
収
支
予

算
案
第
三
聖
員
の
委
嘱
に
つ
い

て
、
第
三
期
役
員
の
選
任
に
つ
い
て

は
提
案
通
り
承
§
れ
た
。
尚
五
十

四
年
度
中
に
入
会
し
た
会
員
に
つ
い

て
も
入
会
承
腎
れ
た
。

尚
出
席
者
は
小
林
会
長
他

二
十
一
名

総
会
開
催

三
月
二
十
五
日
働
午
後
五
時
よ

り
開
催
昭
和
五
十
五
年
度
運
営
事

業
計
画
案
昭
和
五
十
五
年
度
収
支

予
算
案
に
つ
い
て
は
一
同
異
議
な
く

原
案
通
り
決
定
、
第
三
堺
員
の
委

嘱
に
つ
い
て
は
一
同
異
議
な
く
了
承

さ
れ
会
長
よ
り
委
嘱
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
九
。
第
三
期
役
員
の
選
任
に
つ

い
て
は
選
任
方
法
が
は
か
ら
れ
、
会

一
任
と
な
り
、
正
副
会
長
に
て
、

選
考
し
九
案
を
も
っ
て
は
か
っ
九
と

こ
ろ
、
一
同
賛
成
し
、
こ
れ
を
も
っ

て
、
副
会
長
理
事
監
事
委
員

会
正
副
委
員
長
部
の
正
副
部
長
を

選
任
し
九
。

尚
出
席
者
は
、
小
林
会
長
他

四
十
名
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石
油
の
高
騰
か

ら
、
遂
に
九
%
の

公
定
歩
合
と
五
割

強
の
電
力
料
金
の

値
上
げ
に
立
ち
至

つ
た
。
企
業
に
と

つ
て
は
原
価
と
需

要
の
面
か
ら
収
益

圧
迫
の
大
き
な
要

゛

斤戸

(

健
康
と
若
さ
を
保
つ

イ
ン
ペ
ッ
ク
ス
栄
養
補
助
食
品

小
麦
脛
芽
油
プ
ロ
テ
ィ
ン
プ
ル
ー
ン

因
と
な
る
こ
と
は
必
至
て
あ
り
、

企
業
の
を
す
ら
を
左
右
す
る
も

の
と
な
り
か
ね
な
い
気
配
と
な
っ

て
い
る
。

そ
の
せ
い
か
ど
う
か
、
す
て
に

昨
年
八
月
か
ら
企
業
の
倒
産
は
増

勢
に
転
じ
て
お
り
、
十
S
十
二
月

は
毎
月
危
機
ラ
イ
ン
と
さ
れ
て
い

る
千
五
百
件
貧
傭
一
千
万
円

以
上
)
を
上
回
っ
て
い
る
。
こ
の

結
果
、
五
十
四
年
中
の
倒
産
叢

は
一

万
六
千
件
台
へ
乗
せ
、
五
十

二
年
に
次
ぐ
史
上
二
番
目
と
な
っ

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
第
一
次
石

油
危
機
て
徹
底
し
九
減
量
経
営
に
よ

り
体
質
の
改
善
を
は
か
っ
矣
企
業

て
の
大
型
倒
産
が
影
を
ひ
そ
め
、
経

営
基
盤
が
弱
い
,
?
え
、
経
営
の
合
理

化
や
体
質
改
善
ゼ
も
中
途
半
端
て
遅

れ
を
と
っ
九
宋
企
業
の
倒
産
が
ふ

え
九
こ
と
を
現
し
て
い
る
よ
う
て
あ

る
。
い
わ
ゆ
る
下
嘉
散
の
現
象
が

起
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

ま
九
、
第
一
次
石
油
危
機
て
は
、

倒
産
の
ピ
ー
ク
は
四
年
目
に
訪
れ
て

い
る
。
異
状
事
態
が
起
っ
て
も
そ
れ

が
倒
産
と
い
う
こ
と
を
惹
起
す
る
に

人
博

(

田
森

の
ほ
か
景
気
後
退
な
ど
外
誘
要
因

は
原
因
な
の
て
は
な
い
。
む
し
ろ
、

企
業
が
倒
産
す
る
か
、
し
な
い
か
に

は
企
業
の
内
部
的
要
因
の
方
が
大
き

い
影
響
を
及
ぼ
す
と
い
え
よ
う
。
外

部
要
因
は
条
件
て
あ
り
、
内
部
的
要

因
が
原
因
て
あ
る
と
考
え
る
べ
き
て

あ
ろ
う
。
例
え
て
い
う
な
ら
ば
、
<
止

業
と
い
う
の
は
、
海
上
を
航
行
す
る

船
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
。
平
穏
な

時
は
そ
の
船
が
多
少
欠
陥
を
持
っ
て

い
よ
う
と
、
運
航
技
術
が
ま
ず
か
ろ

う
と
大
し
た
こ
と
て
は
な
い
。
し
か

し
、
一
旦
海
が
荒
れ
て
く
る
と
事
態

さ
ら
に
今
年
に
は
い
っ
て
か
ら

も
倒
産
叢
は
引
き
続
き
多
く
、

す
て
に
二
月
て
七
力
月
連
続
し
て

前
年
同
月
を
上
回
っ
て
い
る
。
こ

の
調
子
て
い
く
と
、
今
年
の
倒
産

は
例
年
と
違
っ
て
四
月
以
降
も
高

水
準
を
続
け
、
年
間
累
弓
五
十

二
年
を
抜
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

と
い
う
0

し
か
し
、
倒
産
叢
が
ふ
ぇ
て

い
る
反
面
、
負
債
総
額
は
む
し
ろ

減
小
ノ
し
て
お
り
、
昨
年
の
実
績
は
、

件
数
て
史
上
二
番
目
だ
っ
九
の
に

対
し
て
負
債
総
額
て
は
四
番
目
と

町
 
2

東
 
0

肺
 
2

ゴ
フ

良
=
 
L

奈
 
T

8

(

「
第
二
次
企
業
淘
汰

は
そ
れ
な
り
の
時
間
が
か
か
る
わ
け

て
あ
る
。
こ
の
例
か
ら
み
て
も
今
回

も
倒
産
の
ピ
ー
ク
が
訪
れ
る
の
は
か

な
り
先
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

す
て
に
現
在
高
水
準
を
示
し
て
い
る

こ
と
を
考
え
る
と
、
ピ
ー
ク
時
の
倒

産
件
数
は
未
曽
有
の
規
模
に
な
る
恐

れ
が
あ
る
。
十
分
な
警
戒
が
必
要
て

あ
ろ
、
つ
0

こ
れ
か
ら
の
倒
産
増
加
の
理
由
は

原
材
料
な
ど
の
高
騰
を
十
分
に
製
品

に
転
嫁
て
き
な
い
と
こ
ろ
へ
電
気
.

ガ
ス
料
金
金
利
の
引
上
げ
や
賃
上

げ
が
加
わ
り
、
さ
ら
に
金
融
機
関
の

選
別
融
資
の
一
層
の
強
化
な
ど
に
よ

る
と
さ
れ
よ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
ら

タ
,

ヅ
 
h

て
、
一
度
次
の
よ
う
な
こ
と
を
検

討
し
て
ほ
し
い
。

A
、
い
く
ら
儲
か
れ
ぱ
よ
い
か

(
個
人
企
業
は
生
活
費
を
差
引

い
た
利
益
て
)

①
総
資
本
の
3
S
8
。
ハ
ー
セ
ン

時
代
」
に
備
え
よ
う

ト
②
自
己
資
本
の
即
S
卯
。
ハ
ー
セ

ン
ト

③
売
上
高
の
5
S
W
。
ハ
ー
セ
ン

は
変
る
。
船
は
、
本
来
、
あ
る
程
度

の
海
の
荒
れ
に
は
耐
え
ら
れ
る
よ
う

に
出
来
て
い
る
の
て
あ
る
か
ら
、
こ

れ
を
絶
え
ず
整
備
し
て
お
り
、
ま
た

そ
の
運
航
技
術
を
み
が
い
て
い
れ
ぱ
、

少
々
の
こ
と
て
は
難
破
し
九
り
沈
没

し
た
り
す
る
こ
と
は
少
な
い
。
と
こ

ろ
が
整
備
を
怠
り
運
航
技
術
を
み

が
か
な
け
れ
ば
、
難
破
や
沈
没
す
る

確
率
が
高
く
な
る
こ
と
と
同
じ
て
あ

る
。
倒
産
の
中
て
「
放
漫
経
営
」
が

い
つ
も
大
き
い
割
合
を
占
め
て
い
る

こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
も
こ
の

辺
の
消
息
を
物
語
る
も
の
だ
ろ
う
。

今
こ
そ
、
一
刻
も
早
く
企
業
体
質

を
整
え
る
べ
き
と
き
て
あ
る
。
そ
こ

B
、
い
く
ら
売
れ
ば
よ
い
か

①
総
資
本
の
2
S
4
倍

②
自
己
資
本
の
7
S
W
倍

③
固
定
資
産
の
7
S
扣
倍

④
棚
卸
資
産
の
4
S
7
倍

C
、
運
転
資
金
は
ど
れ
位
が
よ
い

ト

店
店

本
支

ず
イ

①
流
動
負
雋
に
対
し
流
動
資

産
劇
以
上

②
流
動
資
産
期
に
対
し
当
座
資

産
兇
S
則

D
、
自
己
資
本
は
適
当
か

①
自
己
資
本
肋
に
対
し
固
定
資

産
知
S
崩

②
年
間
売
上
高
の
・
郡
}
T

こ
れ
を
一
応
の
目
安
と
し
、
あ

ま
り
悪
い
結
果
が
出
九
ら
一
度
ド

ツ
ク
入
り
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

そ
し
て
商
工
会
議
所
は
あ
な
九
達

の
ド
ッ
ク
て
な
い
だ
ろ
う
か
。

氷
企
業
診
断
士井

上
誠
逸
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申
告
内
容
の
間
違
、
よ
L
ι

早
め
に
訂
正
の
手
続
を

昭
和
五
十
四
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告
書
の
期
限
内
の
受

付
は
、
三
月
十
五
日
て
終
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
確
定
申
告

書
を
提
出
し
た
後
て
、
計
算
違
い
な
ど
の
た
め
に
、
申
告
し

た
内
容
に
間
違
い
が
あ
る
こ
と
に
気
が
付
い
た
人
は
、
そ
れ

を
訂
正
す
る
こ
と
が
て
き
ま
す
。

ま
た
、
つ
い
う
っ
か
り
し
て
申
告
を
忘
れ
て
い
る
人
は
、

す
ぐ
に
確
定
申
告
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
て
、
確

定
申
告
が
間
違
っ
て
い
九
と
き
の
訂
正
の
手
続
な
ど
に
つ
し

て
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

税
額
を
少
な
く
申
告

し
て
い
た
と
き
は

T
,
,
,
ー
:
修
正
申
告
を

所
得
金
額
や
税
額
の
計
算
を
間
違

え
て
確
定
申
告
を
し
、
後
に
な
っ
て
、

納
め
九
税
金
が
少
な
か
っ
た
り
、
還

付
を
受
け
る
税
金
が
多
い
こ
と
に
気

付
い
た
と
き
は
、
正
し
い
金
額
に
訂

正
す
る
た
め
に
「
修
正
申
告
」
を
す

る
こ
と
が
て
き
ま
す
。

こ
の
修
正
申
告
は
、
税
務
署
か
ら

更
正
を
受
け
る
ま
て
は
い
つ
て
も
て

き
ま
す
が
、
な
る
べ
く
早
く
申
告
し

九
方
が
有
利
て
す
。
そ
れ
は
、
税
務

署
の
調
査
を
受
け
た
後
て
修
正
申
告

を
し
た
り
、
修
正
申
告
を
し
な
い
て

更
正
を
受
け
九
り
す
る
と
、
修
正
申

告
や
更
正
に
よ
っ
て
新
九
に
納
め
る

税
額
を
多
く
申
告

し
て
い
た
と
き
は

こ
と
と
な
っ
た
税
額
の
ほ
か
に
、
そ

の
税
額
の
五
。
ハ
ー
セ
ン
ト
の
過
少
申

止
昂
算
税
が
か
か
る
か
ら
て
す
。
し

か
し
、
自
分
て
間
違
い
に
気
付
い
て
、

税
務
署
の
調
査
を
受
け
る
前
に
進
ん

て
修
正
申
告
を
し
九
と
き
は
、
過
少

申
告
加
算
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
修
正
申
告
に
よ
っ
て
新
九

に
納
め
る
こ
と
と
な
っ
九
税
額
は
、

修
正
申
告
書
を
提
出
す
る
日
に
納
め

な
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
こ
の
納
め
る
税
額
に
は
、

申
告
期
限
の
翌
日
て
あ
る
三
月
十
六

日
か
ら
納
付
の
日
ま
て
の
期
間
に
つ

い
て
延
滞
税
が
か
か
る
の
て
、
併
せ

て
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

延
滞
税
は
、
年
七
・
三
。
ハ
ー
セ
ン
ト

て
す
が
、
修
正
申
告
書
を
提
出
し
九

日
か
ら
一
か
月
を
過
ぎ
る
と
年
十
四

.
六
。
ハ
ー
セ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

所
得
金
額
や
税
額
を
間
違
え
て
確

定
申
告
し
、
税
金
を
納
め
過
ぎ
て
い

九
り
、
還
付
を
受
け
る
税
金
が
少
な

い
こ
と
に
気
付
い
た
と
き
は
、
正
し

い
金
額
に
、
訂
正
す
る
た
め
に
「
更
正

の
請
求
」
を
す
る
こ
と
が
て
き
ま
す
。

更
正
の
辻
棗
が
て
き
る
期
間
は
、

申
告
期
限
か
ら
一
年
間
て
す
か
ら
、

昭
和
五
十
四
年
分
の
所
鴛
の
確
定

申
告
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
六
年

三
月
十
五
日
ま
て
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
還
付
等
を
受
け
る
た
め

の
申
告
に
つ
い
て
の
更
正
の
註
棗
が

て
き
る
期
間
は
、
申
告
書
を
提
出
し

た
日
か
ら
一
年
間
て
す
。

更
正
の
菓
を
す
る
と
、
税
務
署

て
は
そ
の
内
容
を
検
討
し
て
、
そ
の

=
棗
が
正
当
嘉
め
た
と
き
は
、
納

め
過
ぎ
の
税
金
を
返
す
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
更
正
辻
棗
の
用
紙

は
税
務
署
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
人
が
、
申
告
を
忘
れ
て
い
九
と
き

は
、
申
告
期
限
後
て
も
確
定
申
告
を

す
る
こ
と
が
て
き
ま
す
。

こ
の
「
期
限
後
申
告
」
は
、
税
務

署
か
ら
決
定
を
受
け
る
ま
て
は
、

、し

つ
て
も
て
き
ま
す
が
、
な
る
べ
く
早

く
申
告
し
た
方
が
有
利
て
す
。

そ
れ
は
、
税
務
署
の
調
査
を
受
け

た
後
て
期
限
後
申
告
を
し
た
り
、
申

告
を
し
な
い
間
に
決
定
を
受
け
た
り

す
る
と
、
期
限
後
申
告
や
決
定
に
よ

つ
て
納
め
る
こ
と
に
な
っ
た
税
額
の

ほ
か
に
、
そ
の
税
額
の
十
。
ハ
ー
セ
ン

ト
の
無
申
告
加
算
税
が
か
か
る
か
ら

て
す
。
し
か
し
、
調
査
を
受
け
る
前

に
進
ん
て
申
告
を
し
た
と
き
は
、
無

申
告
加
算
税
は
税
額
の
五
。
ハ
ー
セ
ン

ト
て
済
み
ま
す
。

な
お
、
期
限
後
申
告
に
よ
っ
て
新

た
に
納
め
る
こ
と
に
な
っ
九
税
額
は
、

申
告
書
を
提
出
す
る
日
に
納
め
な
け

れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。

ま
九
、
こ
の
納
め
る
税
額
に
は
、

修
正
申
告
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
三

月
十
六
日
か
ら
納
付
の
日
ま
て
の
期

間
に
つ
い
て
延
滞
税
が
か
か
り
ま
す

の
て
、
併
せ
て
納
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

申
告
書
の
用
紙
は
税
務
署
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。

修
正
申
告
更
正
の
請
求
、
期
限

後
申
告
の
手
続
な
ど
分
か
ら
な
い
点

は
、
お
近
く
の
税
務
署
や
当
所
て
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
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-
゛
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力
寸
司
冒
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-
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Ξ

辛
口
で
マ
イ
ル
ド

・
第
一
回
清
酒
審
査
会
・

辛
党
に
す
て
き
な
ニ
ユ
ー
ス

今
年
の
新
酒
の
出
来
栄
え
を
調
べ
る

恒
例
の
「
清
酒
の
審
査
会
L
 
が
去
る

一
月
二
十
二
日
、
大
阪
国
税
早
行

わ
れ
た
。

こ
の
審
査
会
は
、
メ
ー
カ
ー
が
特

級
や
一
級
と
し
て
売
出
す
の
に
ふ
さ

わ
し
い
か
ど
ぅ
か
を
調
べ
る
も
の
て

出
品
さ
れ
た
の
は
難
伏
見
な
ど
の

酒
ど
こ
ろ
を
中
心
に
、
近
畿
二
府
四

県
の
蔵
元
百
八
十
一
社
が
造
っ
九
特

級
三
百
二
十
七
点
、
一
級
二
千
二
百

六
点
の
新
酒
。

新
酒
の
香
り
獄
う
会
場
て
、
白

衣
姿
の
大
阪
国
税
局
長
や
鑑
定
官
室

長
大
学
教
授
な
ど
学
識
者
の
ほ
か

酒
造
り
の
専
門
家
や
経
験
者
が
、
卵

(

消
息

確
定
申
告
を
忘
れ

て

た
と
き
は

ー
ミ
.
ー
゛
サ
●
、
1
r
゛
吋
,
ー
.
「

や
コ
ブ
茶
て
舌
先
を
整
え
な
が
ら
一

点
、
づ
つ
、
色
、
こ
く
、
香
り
な
ど
を

慎
重
に
審
査
。

今
年
は
例
年
に
な
い
暖
冬
て
酒
造

り
に
は
不
向
き
て
、
酒
造
場
の
杜
氏

や
技
師
は
、
も
ろ
み
の
発
酵
管
理
に

大
変
苦
労
し
て
い
る
が
、
長
年
の
経

験
と
最
新
の
技
術
に
よ
り
、
米
の
特

質
を
生
か
し
た
辛
口
て
品
質
の
良
い

酒
と
な
っ
て
い
る
。

合
格
率
も
非
常
に
良
く
、
特
級
て

九
六
・
九
。
ハ
ー
セ
ン
ト
、
一
級
て
九

七
。
ハ
ー
セ
ン
ト
0

な
お
、
こ
れ
ら
の
新
酒
は
、
桜
の

つ
ぼ
み
が
ほ
こ
ろ
ぶ
こ
ろ
、
店
頭
に

お
目
見
え
す
る
そ
う
。

期
限
後
申
告
を

G
マ
ー
ク
商
品
の
選
定
申
請

則
日
本
産
業
デ
ザ
イ
ン

(

振
興
会

本
年
度
の
G
マ
ー
ク
申
請
受
付
が

次
の
器
に
よ
り
実
施
さ
れ
る

▽
申
請
受
付
期
間

四
月
七
日
S
五
月
十
日

▽
申
請
者
の
籍

申
請
商
品
の
製
造
ま
た
は
販
売
業

(
外
国
商
品
に
つ
い
て
は
、
わ

が
国
に
あ
る
支
社
又
は
総
代
理
店
)

▽
選
定
の
対
象
と
な
る
商
品

昭
和
五
十
五
年
八
月
三
十
一
日
ま

て
に
、
国
内
て
市
販
さ
れ
て
い
る

内
外
の
商
品
て
一
般
家
庭
生
活
用

品
及
び
一
般
事
務
用
園
叩
。
(
美
術

工
芸
品
特
殊
な
専
門
用
品
八

要
な
品
纂
査
が
実
施
て
き
な
い

商
品
等
は
選
定
の
対
象
と
な
ら
な

い
。
)

そ
の
他
里
里
続
等
詳
細
に
つ
い

て
は
左
記
ま
て
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

財
日
本
産
業
デ
ザ
イ
ン
振
興
会

東
示
謬
区
浜
松
町
二
1
四
1
-

世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
別
館

四
F
 
阿
船
獅
士
<
0
四
七

日
時
四
月
十
五
S
十
七
日

午
前
十
時
1
午
時
四
時

客
日
共
)

と
二
ろ
当
所

講
師
(
男
子
)

欄
フ
ク
ト
ク
経
営
研
究

所代
表
取
締
役

太
田
芳
男
氏

新
入
社
員
研
修
講
座
こ
案
内

新
会
員

マ
旅
館
佐
保
路
・
一
兀
野
明
子
・
芝
辻

町
南
二
0
・
旅
館
・
⑳
0
-
四
六

▽
フ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
伊
丹
屋
・
伊
丹

徳
三
郎
・
北
半
田
中
町
二
四
・
食
料

品
販
・
⑳
二
六
九
五

▽
関
西
ビ
デ
オ
・
外
池
芦
虚
・
右
京

ニ
ー
四
-
ー
ニ
0
四
・
電
化
製
品
販

⑳
0
七
七
二

▽
パ
プ
ハ
ウ
ス
プ
リ
ッ
ク
・
金
子

・
大
宮
町
四
1
二
七
五
1
五
・
ス

ナ
ッ
ク
・
@
八
四
0
七

マ
奈
積
工
業
朕
・
竹
川
晴
雄
・
西
九

条
町
工
業
団
地
内
・
プ
レ
ハ
ブ
住
宅

組
立
・
@
一
八
一
六

▽
五
條
運
輪
妹
・
大
前
秀
昭
・
西
九

条
町
五
六
9
-
・
貨
物
運
送
・
@

二
0
三

▽
杜
儲
・
大
林
杜
寿
・
南
半
田
東

三
下
丁
春
日
有
職
一
刀
彫
.
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三
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若
返
り
に
朗
報
ノ
.

ビ
タ
ミ
ン
E
は
若
返
り
の
秘
薬
。

中
年
に
な
れ
ば
誰
て
も
ビ
タ
ミ
ン
E

が
不
足
し
が
ち
。
そ
こ
て
こ
の
ビ
タ

ミ
ン
E
の
補
給
を
す
る
栄
養
補
助
食

品
を
扱
っ
て
い
る
の
か
イ
ン
ペ
ッ
ク

ス
青
空
。

あ
な
た
も
健
康
保
持
に
一
度
試
さ

れ
て
は
い
か
が
て
す
か
。

問
い
合
せ
・
主
月
空
(
査
市
北
市

東
町
九
1
丁
⑳
0
五
二
上

(
女
子
)

女
子
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

西
田
恭
子
氏

受
講
料
一
名
に
つ
き
五
千
円

(
テ
キ
ス
ト
・
昼
食
代
含
む
)

又
件
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

は
当
所
宋
企
業
相
談
所

(
担
当
深
水
)
ま
て
。

制
⑳
六
三
三
代

マ
住
所
変
更

欄
下
出
商
会

新
食
市
三
条
町
七
1
-
七

マ
代
表
者
変
更

0
タ
イ
ヤ
サ
ー
ビ
ス
奈
良
販
売
欄

奈
良
営
業
所

新
山
本
公
男
氏
旧
中
川
公
畏

(

(
0
積
水
化
学
工
業
快
査
工
場

玩
小
林
達
足
卿
山
本
敏
夫
氏

(

(
0
和
光
証
券
快
奈
良
支
店

)

新
山
中
保
氏
旧
榎
本
敏
次
氏

(

(

第139号(第三種郵便物認可) 奈良会議所ニユース 昭和55年4月10日(毎月1回10日発行)

1 キングジョージ4,500円 1.ー^..

税の話題

第13明(第三種郵便物認可)

C

奈良会議所ニユース 昭和55年4月10日(毎月1回10日発行)

Ⅱ

(、

い

(

奈良商工会議所会館地階
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<お気軽にご相談賜度>

和協貿易株式会社
ξ獣}30 奈良市法蓮町 9 7 5

電話(0742) 22-1404
大阪営業所電話(06)-788-2574
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